
第4回クルマ・社会・パートナーシップ大賞 
～皆様の取り組みに感謝を伝えたい～ 

過去の受賞事例は分野名の下の　 をクリック

「皆さんの会社や事業の取り組み」を自慢してみませんか？

主催　一般社団法人日本自動車会議所／株式会社日刊自動車新聞社
後援　経済産業省／国土交通省／一般社団法人日本自動車連盟（JAF）／全日本自動車産業労働組合総連合会（自動車総連）

地域・
コミュニティ
活性化分野

スタート！

自動車
ユーザー
連携分野

モビリティ・
ソリューション

分野
SDGs
貢献分野

Q.力を入れたい方向性は？
A.地域貢献

B.自動車業界をもりあげたい

Q.あなたの目標は？
A.災害時、交通弱者にも安心安全を
B.環境に優しい、持続可能な社会を

Q.大切にしている取り組みは？
A.クルマ好きを増やしたい
B.社会問題を解決したい

受賞者から
こんな

喜びの声が！

日頃の取り組みを
高く評価されて、
苦労が報われました
（整備事業者）

受賞したことで、
やってきたことが

間違っていなかったと
自信が持てました
（タクシー会社）

業界で評価されるのは
励みになるので、

もっと早く応募すれば
よかったです
（団体）

会社の取り組みが
社内外から
今まで以上に
注目されるように
なりました

（部品メーカー）

受賞効果で、取り組みへの
参加者が増えました
　　　　　　（販売会社）

応募締め切り
24年11月25日

どのよう
に

応募す
れば

いいの
？

https://www.netdenjd.com/articles/-/306554
https://www.netdenjd.com/articles/-/306555
https://www.netdenjd.com/articles/-/306556
https://www.netdenjd.com/articles/-/306557


https://www.aba-j.or.jp/partner/

（１） 自動車業界で働く人々や自動車ユーザーを含めた自動車にかかわる全ての
　方々が、わが国の社会や自動車業界に果たしている貢献に対して、「ありがと
　　う」と感謝の意を伝える。

自動車業界で働く方々や自動車ユーザーが対象です。
皆様の以下のような活動への取り組みをもっと世の中に知っていただくきっかけとして
ご応募をご検討ください。

❶クルマや人の移動にかかわる困りごとを解決する活動
❷ 地域の社会の活性化や暮らし・安全を守る活動
❸ 環境、教育、健康、福祉などの向上を目指す活動
❹クルマを大切に取り扱う・クルマの価値を高める活動

（２） 表彰を通じて、それぞれの貢献の取り組みにあらためて注目を集め、認知を
　広げることで、同じような取り組みが拡大していく一助とする。

C S P 大 賞 の ね ら い

募 集 概 要

応 募 対 象

選 考・表 彰

詳細は
こちらの
URLから

■応募要領
日本自動車会議所もしくは日刊自動車新聞社のホームページ（HP）にある
本賞のバナーにアクセスのうえ、応募申請フォームを記入しご送信ください。
〈日本自動車会議所 HP アドレス https://www.aba-j.or.jp/〉
〈日刊自動車新聞社 HP アドレス https://www.netdenjd.com/〉

※お問い合わせや添付資料は下記電子メールで受け付けています。
〈電子メールアドレス Award2024@aba-j.or.jp〉

応募受付

　　選考委員会を設置、
　厳正・公正な審査に
より受賞者を選定

受賞者公表 東京都内で
表彰式開催

  24年
9月9日（月）

～11月25日（月）

24年
11月26日（火）～

25年
2月上旬

25年
1月上旬
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自動車業界 550万の働く人々と自動車ユーザーへ感謝を伝える 

『クルマ・社会・パートナーシップ大賞』（ＣＳＰ大賞） 

第４回(2024年度)の募集を開始 

 ―募集期間は 11月 25日までの 2カ月半― 

 

 日本自動車会議所は、今年度第４回開催を迎える表彰制度「クルマ・社会・

パートナーシップ大賞」（ＣＳＰ大賞）の実施概要を決定し、本日 9月 9 日（月）

より募集を開始いたします。募集期間は 11月 25日(月)までの約 2カ月半です。 

 応募いただいた取り組みは、選考委員会（委員長：鎌田実 東京大学名誉教授・

日本自動車研究所所長）による審査を経て、2025年 1月上旬に受賞者を公表し、

2月上旬をめどに都内会場にて表彰式を行う予定です。 

 日本自動車会議所は、「自動車関係団体の総合団体」として、自動車業界で働

く 550 万の人々と自動車ユーザーによるさまざまな貢献に「ありがとう」と感

謝を伝え、それぞれの素晴らしい取り組みが世の中に広がっていく一助になれ

ばとの思いから、2021 年 9月に本賞を創設し、これまで第 1回（2021年度）か

ら第 3回（2023年度）までを開催してまいりました。 

 今回も引き続き、経済産業省、国土交通省、日本自動車連盟(ＪＡＦ)、全日

本自動車産業労働組合総連合会(自動車総連)からご後援をいただき、本賞の趣

旨に沿って実施してまいります。 

 日本自動車会議所内山田竹志会長は「これまで 3 回の開催を通じて知ること

のできたそれぞれの取り組みが、各地でさまざまな形で人々や社会の力になっ

ています。本ＣＳＰ大賞を通じて、皆さまの取り組みに光をあて、自動車に携

わる人々が社会で果たしている役割を少しでも広めていきたいと考えておりま

すので、皆さまからの積極的なご応募を期待しております」と呼びかけました。 

 本賞ならびに応募の概要については、別紙のとおりです。 

 

  

 
（本発表資料のお問い合わせ先） 
一般社団法人 日本自動車会議所 

〒105-0012 東京都港区芝大門 1-1-30 日本自動車会館 15 階 
TEL.03-3578-3880 FAX.03-3578-3883 

E-mail. Award2024@aba-j.or.jp 
担当：勝田、田村 

2024年 9月 9日 
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募集概要 

  第４回（2024年度）「クルマ・社会・パートナーシップ大賞」 

 

主 催  一般社団法人 日本自動車会議所（全 162会員） 

     株 式 会 社 日刊自動車新聞社 

後 援  経済産業省・国土交通省・一般社団法人日本自動車連盟(JAF)・ 

全日本自動車産業労働組合総連合会(自動車総連) 

目 的  (1)自動車業界で働く人々や、自動車ユーザーを含めた自動車にかかわる 

全ての方々が、わが国の社会や自動車業界に果たしている貢献に対し 

て、「ありがとう」と感謝の意を伝える 

     (2)表彰を通じて、それぞれの貢献の取り組みにあらためて注目を集め、 

認知を広げることで、同じような取り組みが拡大していく一助とする。 

応募対象 日々の業務・活動をベースにしながら、以下(1)～(4)のいずれかの分野 

に実際に取り組む自動車業界で働く方々や自動車ユーザー（原則として国内 

における取り組みが対象） 

(1)モビリティに関する課題や、モビリティの手段を通じた社会課題の解決に 

取り組んでいる。（例：交通安全、公共交通、MaaS 等） 

(2)地域や自治体と協働・連携し、地域活性化に取り組んでいる（含:災害・緊急時） 

(3)SDGs目標達成につながる取り組みを行っている（含:教育、健康、福祉） 

(4)ユーザーとして自動車を大切に取り扱い、性別や年齢等に関わらず幅広い層か

ら評価されうる取り組みを行っている 

受賞構成  選考委員会が行う応募内容の厳正・公正な審査により、大賞ならびに大賞 

     に準ずる部門賞・各賞を選定（受賞数・詳細は選考委員会が決定）     

募集・  (1)24年 9月 ９日  募集開始 

選考日程 (2)     11月 25日  募集締切 

(3)   年内   選考委員会による受賞者選定 

(4)25年 1月上旬   受賞者公表 

         2月上旬   表彰式開催 都内会場で当会議所会長より表彰状授与 

選考委員会 委員長：鎌田実 東京大学名誉教授（委員は別添のとおり） 

       ※法人の社会活動や自動車業界に詳しい有識者等で委員構成 

応募要領   (1)日本自動車会議所もしくは日刊自動車新聞社のホームページ（ＨＰ）

にある本賞のバナーにアクセスし、応募申請フォームに記入し送信 

(2)お問い合わせ並びに添付資料は下記電子メールアドレスで受け付け 

<日本自動車会議所 HPアドレス  https://www.aba-j.or.jp/> 

<日刊自動車新聞社 HPアドレス  https://www.netdenjd.com/> 

<電子メールアドレス  Award2024@aba-j.or.jp>                                   (本賞バナーQR コード) 

別紙 

これまでの受賞事業の詳細も本ホームページ内でご覧いただけます 

2 
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応募申請フォーム（Ｗｅｂより申請） 

（ご参考１） 

１．基本情報 

  代表団体・企業名  

所在地  

担当者 職名・氏名  

電話番号  

メールアドレス  

共同応募団体・企業名  

（第三者の推薦の場合） 

  推薦団体・企業名  

担当者 職名・氏名  

電話番号  

メールアドレス  

２．取り組み名（企画名） 

 

３．取り組みの内容 

〇該当する 4 分野（複数可）にチェックを入れ、①～③の内容をそれぞれ記述し

てください（字数に関わる条件や制限はありません） 

□(1)モビリティに関する課題や、モビリティの手段を通じた社会課題の解決 

に取り組んでいる。（例：交通安全、公共交通、MaaS 等） 

□(2)地域や自治体と協働・連携し、地域活性化に取り組んでいる（含：災害・ 

緊急時） 

□(3)SDGs目標達成につながる取り組みを行っている（含:教育、健康、福祉） 

□(4)ユーザーとして自動車を大切に取り扱い、性別や年齢に関わらず幅広い層か

ら評価されうる取り組みを行っている 

取り組み期間： 年 月 ～ 継続中  もしくは 年 月まで 

①取り組みを始めたきっかけ・経緯 

 

②取り組み内容 

 

③取り組みによって起こった効果（応募者内部・周囲） 

 

〇取り組み内容の説明の参考になる資料や画像・動画（含：報道）等があれば URL

の記入や電子メール(Award2024@aba-j.or.jp)への添付をお願いいたします 

 

 

※この他 Web 内のフォーム・アンケートにご回答ください 
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＜委員長＞ 

 （ご参考２） 

選考委員 

（予定） 

 

鎌田  実   東京大学 名誉教授  

(一財)日本自動車研究所所長 

関根 千佳  ㈱ユーディット 会長兼シニアフェロー 

森   摂  ㈱オルタナ 代表取締役社長 

「オルタナ」編集長 

田口 亜希    (公財)日本財団パラスポーツサポートセンター 

         競技団体支援部ディレクター 

 島﨑  豊   (一社）日本自動車会議所 専務理事(主催者事務局) 

花井 真紀子  ㈱日刊自動車新聞社 代表取締役社長(同) 

 

 

以上 
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 （ご参考３） 

１．ロゴデザイン 

 

 

 

クルマ・社会・パートナーシップの英訳である Car・Society・Partnership

の頭文字 3文字をデザイン。良好な相互関係を表す握手のピクトグラムを加

えロゴとしました。 

  

２．愛称 

 

 

（読み：シー・エス・ピー たいしょう） 

ロゴと同様の考え方で、クルマ・社会・パートナーシップの英訳である Car・

Society・Partnership の頭文字 3文字をとり、おぼえやすさと呼びやすさか

ら愛称としました。 

 

３．ロゴ・愛称/名称のデザイン組み合わせ標記例 

 
 

 

・イベント/行事の内容によって、CSP大賞に「第 4回」「2024」等を付記した

上記デザインをロゴに組み合わせます。 

・愛称に「第 4回」「2024」等を付記して説明・使用することも可能です。 

・正式名称のデザインも使用可能です。 

 

  （※上記のロゴデザインおよび愛称等に係るデザインの著作権は   

一般社団法人日本自動車会議所に帰属します） 

以上 


